
技術部門（主）：効率化 部門
登録
区分

■適用条件等（自然条件・現場条件等の活用上の留意点）

■公共事業における施工・活用方法

従来技術は、専門家が錆の程度を目視評価するのに対し、本技術は、一
般作業従事者が塗膜の性能を簡単に定量評価でき、効率的かつ高精度な
鋼構造物（橋梁/鉄橋/配管など）の中長期的に予算計画の立案ができ、
保守管理に対し機能を維持したままコスト削減が可能となる。

■技術概要・ポイント（写真・図面等を適宜貼付）

塗膜に流れる電流を検出して、塗装部の防錆性能（腐食が始まるまで
の期間）を定量的に予測する技術
①施工工事の品質の定量化とコスト削減が可能
従来は、補修したものの出来栄えは、一般面の膜厚で管理されている
（実際に早期に錆が発生する端部や溶接部は膜厚測定が困難なため）
。本技術により、補修の出来栄えも定量的に判断できるようになり、
必要なところに必要な量の塗料を塗布し適切な補修ができ費用削減に
つながる可能性がある。
②劣化の予測とインフラ投資のロードマップ作成が可能
従来は、錆が発生したあとで目視で評価し、その程度によって補修の
要否を判断している。本技術により、錆びる前に塗装の劣化度合を定
量的データから予測が可能になるため、効率的に補修ができ、鋼構造
物の長寿命化に貢献できる。

本技術は、塗装された鋼構造物全般に適用できると見込まれる。
装置の高電圧化により膜厚300μm程度まで測定可能。
現状は、塗膜の膜厚40μm程度まで測定可能。
1回数分程度で評価でき、約3㎏であることから持ち運びも容易となる。
バッテリー内蔵のため、4時間程度は測定でき、データ通信（Wi-Fi）も
可能。
対象物が濡れている場合は、乾燥させて測定を行う。ただし、雨天時は
検討の必要あり。
電解液が固体になる場合（温度-20℃以下）は測定できない
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防錆に関わる規制は現在無く問題無い。
本技術は高圧電源（1000V以上）を有しているが流れる電流は微弱（
10mA以下）であるため、一般的な保護具を着用することで安全性にも十
分配慮して活用が可能である。ただし、安全性に配慮するため、高圧・
特別高圧電気取扱者安全衛生特別教育（2日）を受講することが望まし
い。
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申請者名：マツダ株式会社技術名称 ：塗膜耐食性の迅速評価技術
様式A広島県建設分野の革新技術活用制度 《2024年1月31日時点》

■技術の成立性

区分３：活用促進技術 区分２：試行段階技術 区分１：開発・改良支援技術

自動車用部品の測定事例 製品形状（35×26×10㎝）



項目 活用の効果
発現する効果

申請技術 従来技術

経済性
向上

（55%）
同程度

低下

（%）

定期検査時に定量評価を行うことで、錆が進行する
前に必要なところだけ補修が可能。必要な量の塗
料を塗布するため、材料費が減る。一般作業従事
者が補修出来栄え評価できる。

定期検査は目視で行うため錆が進行した後の補修と
なり錆落としが必要。また、全面に一様に塗布されるた
め塗料が多く必要。専門家が補修出来栄え評価する。

工 程
短縮

（55%）
同程度

増加

（%）

必要なところに必要な量の塗料を塗布し施工日数
が短縮できる可能性がある。

錆落としが必要であり、全面に一様に塗布されるため
施工日数が長くかかる。

品質・
出来形

向上 同程度 低下

必要なところに必要な量の塗料を塗布し適切な補
修ができ、品質や精度、耐久性が向上する。

一般面の膜厚で管理されるため必要なところに必要な
量の塗料が塗布されているかわからない。

安全性 向上 同程度 低下

従来技術と同程度である。 申請技術と同程度である。

施工性 向上 同程度 低下

必要なところに必要な量の塗料を塗布し現場での
施工や作業員の負担が減少できる可能性がある。

全面に一様に塗布されるため現場での施工や作業員
の負担が大きい。

環 境 向上 同程度 低下

使用する塗料が減るため、VOC発生量が減る。 全面に一様に塗布されるため塗料が多く必要。

維持管理性 向上 同程度 低下

補修の出来栄えを定量的に判断し、維持管理計画
の精度が向上する。

補修の出来栄えを定性的に判断している。

その他 向上 同程度 低下
該当なし 該当なし

■活用の効果（技術部門（主部門）のアピールポイント）

申請者名：マツダ株式会社技術名称 ：塗膜耐食性の迅速評価技術
様式A広島県建設分野の革新技術活用制度

※従来技術名（一般面の膜厚で補修出来栄え管理）

《2024年1月31日時点》



項目 活用の効果
発現する効果

申請技術 従来技術

経済性
向上

（%）
同程度

低下

（%）

一般作業従事者が簡単に迅速に定量評価でき、作
業人員が減少すると見込まれる。

専門家が錆の程度を目視評価する。

工 程
短縮

（%）
同程度

増加

（%）

適切な時期の補修計画策定ができ、インフラ投資
のロードマップ作成が可能となる。

腐食が発生し目視確認されてから補修が検討されるた
め、計画的な補修は難しい。

品質・
出来形

向上 同程度 低下

適切な時期に補修することで、鋼構造物の耐久性
が向上する。

腐食が発生し鋼材に減肉が開始していても目視で問
題無いと判断される可能性がある。

安全性 向上 同程度 低下

現状は同程度。評価装置を搭載したドローンの開
発により、現場で直接的な人手が不要となり、人的
災害の危険性が減少する可能性がある。

橋梁等の鋼構造物の目視評価は、高所作業に伴う転
落事故の危険性がある。

施工性 向上 同程度 低下

一般作業従事者が簡単に迅速に定量評価でき、熟
練度に依存した作業や作業員の負担が減少する可
能性がある。

専門家が錆の程度を目視評価する。

環 境 向上 同程度 低下

従来技術と同程度である。 申請技術と同程度である。

維持管理性 向上 同程度 低下

錆びる前に塗装の劣化度合を定量的に予測が可能
となるため、効率的に補修ができ、鋼構造物の長寿
命化に貢献できる。

腐食が発生し鋼材に減肉が開始していても目視で問
題無いと判断される可能性がある。

その他 向上 同程度 低下
該当なし 該当なし

■活用の効果（技術部門（副部門）のアピールポイント）

申請者名：マツダ株式会社技術名称 ：塗膜耐食性の迅速評価技術
様式A広島県建設分野の革新技術活用制度

※従来技術名（発錆後の目視評価）

《2024年1月31日時点》



■当該技術の課題と今後の改良予定

様々な鋼構造物（橋梁/鉄橋/配管など）への適用を拡大するために、装
置の高電圧化、雨天時の測定技術開発、ドローンへの装置搭載などの改
良を行う計画である。

■国土交通省(NETIS)への登録状況

■建設技術審査証明の発行状況

申請地方
整備局名

登録年月日 登録番号
評価

(事前・事後)

発行機関名 証明書発行年月日 証明書番号

■国及び都道府県等による技術的審査を受けている状況

●科学技術分野の文部科学大臣表彰 受賞（2023.4.19）
●公益社団法人発明協会による令和2年度中国地方発明表彰 発明奨励賞
受賞（2020.10.26）
●財団法人機械振興協会による機械振興協会会長賞 受賞（2020.2.19）

発注者 県内件数 県外件数

広島県 ― 件 ―

その他公共機関 ― 件 ― 件

民間等 ― 件 ― 件

■活用実績

■知的財産等

特許・実用新案 番 号

特許 １．あり ２．出願中 ３．出願予定 ４．なし 6436688号他、計20件

実用新案 １．あり ２．出願中 ３．出願予定 ４．なし

申請者名：マツダ株式会社技術名称 ：塗膜耐食性の迅速評価技術
様式A広島県建設分野の革新技術活用制度 《2024年1月31日時点》

発注者 年度 公共工事名（事業名）

建設分野での活用実績なし


